
＝
就
任
ご
あ
い
さ
つ
＝

＝
就
任
ご
あ
い
さ
つ
＝

　

６
月
２
日
執
行
の
積
丹
町
長
選

挙
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
５

期
目
の
町
政
の
重
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
、
６
月
16
日
就
任
し
ま
し

た
。

　

今
、
我
が
国
が
急
速
な
人
口
減

少
社
会
の
到
来
や
気
候
変
動
、
行

財
政
縮
小
な
ど
国
難
が
続
く
地
方

自
治
体
環
境
に
あ
っ
て
、
「
健
全

な
財
政
の
維
持
」
、
「
行
政
サ
ー
ビ

ス
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
維
持

向
上
」、
「
地
域
の
活
性
化
」
と
い

う
普
遍
的
な
３
つ
の
課
題
の
均
衡

あ
る
克
服
と
、
「
町ま

ち

の
内
外
と
の

信
頼
関
係
の
大
切
さ
」
を
引
き
続

き
町
政
の
基
本
と
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

立
候
補
に
あ
た
り
、
私
は
「
５

つ
の
目
標
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ

の
目
標
に
は
、
「
第
５
次
町
総
合

計
画(

ま
ち
づ
く
り
14
年
計
画)

」

に
沿
っ
た
、
町
民
生
活
に
と
っ
て

解
決
が
急
が
れ
る
施
策
や
今こ

ん
に
ち日

的

社
会
課
題
と
し
て
充
実
が
待
た
れ

る
施
策
、
新
た
な
官
民
連
携
力
の

発
揮
が
期
待
さ
れ
る
施
策
な
ど
の

多
く
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
具

現
化
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
、
こ
の
町
を
支
え

て
き
た
漁
業
・
農
業
・
商
工
観
光

業
の
歴
史
が
あ
り
、
半
島
先
端
の

松井町政「５つの目標」

町立余別小学校卒。釧路市立鳥取中学校卒。道立釧
路商業高校卒。道立水産業協同組合講習所修了。
昭和42年積丹町役場入庁。企画振興室長、議会事
務局長、歳入課長、教育委員会教育次長を経て平成
16年助役（副町長）就任。平成 20年第８代積丹
町長就任５期目。積丹町（旧余別村）出身。７６歳。

【プロフィル】　松
まつい

井 秀
ひで き

紀

　
平
成
平
成
1212
年
か
ら

年
か
ら
2424
年
ぶ
り
、
２
人
の
立
候
補

年
ぶ
り
、
２
人
の
立
候
補

者
に
よ
る
積
丹
町
長
選
挙
は
、
５
月

者
に
よ
る
積
丹
町
長
選
挙
は
、
５
月
2828
日
告
示
、

日
告
示
、

６
月
２
日
投
開
票
の
結
果
、
現
職
の
松
井
秀
紀
氏

６
月
２
日
投
開
票
の
結
果
、
現
職
の
松
井
秀
紀
氏

が
５
度
目
の
当
選
を
果
た
し
、
翌
３
日

が
５
度
目
の
当
選
を
果
た
し
、
翌
３
日
1010
時
、
吉

時
、
吉

田
選
管
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し

田
選
管
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　
５
日
か
ら
は
、
国
の
来
年
度
予
算
に
向
け
た
後

　
５
日
か
ら
は
、
国
の
来
年
度
予
算
に
向
け
た
後

志
総
合
開
発
期
成
会
（
１
市

志
総
合
開
発
期
成
会
（
１
市
1919
町
村
長
・
議
長
）

町
村
長
・
議
長
）

及
び
北
海
道
町
村
会
（
１
４
４
町
村
）
役
員
に
よ

及
び
北
海
道
町
村
会
（
１
４
４
町
村
）
役
員
に
よ

る
中
央
要
請
活
動
に
上
京
。
就
任
日
の
翌

る
中
央
要
請
活
動
に
上
京
。
就
任
日
の
翌
1717
日日

（
月
）
に
は
、
町
職
員
の
出
迎
え
を
受
け
て
初
登
庁
。

（
月
）
に
は
、
町
職
員
の
出
迎
え
を
受
け
て
初
登
庁
。

全
職
員
へ
の
就
任
の
挨
拶
で
は
、
「
５
つ
の
目
標

全
職
員
へ
の
就
任
の
挨
拶
で
は
、
「
５
つ
の
目
標

へ
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
」
、
「
行
政
の
見
え
る

へ
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
」
、
「
行
政
の
見
え
る

化
へ
の
取
り
組
み
」
、
「
町
民
の
期
待
と
信
頼
に
応

化
へ
の
取
り
組
み
」
、
「
町
民
の
期
待
と
信
頼
に
応

え
る
努
力
」
な
ど
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
　

え
る
努
力
」
な
ど
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
　

ま
た
、
引
き
続
き
開
か
れ
た
管
理
職
会
議
で
は
、

ま
た
、
引
き
続
き
開
か
れ
た
管
理
職
会
議
で
は
、

当
面
急
が
れ
る
事
務
事
業
の
執
行
と
懸
案
課
題
の

当
面
急
が
れ
る
事
務
事
業
の
執
行
と
懸
案
課
題
の

取
り
組
み
へ
の
加
速
を
指
示
し
ま
し
た
。

取
り
組
み
へ
の
加
速
を
指
示
し
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
は
、
６
月

　
翌
日
か
ら
は
、
６
月
2727
日
招
集
の
第
２
回
定
例

日
招
集
の
第
２
回
定
例

町
議
会
の
準
備
や
、

町
議
会
の
準
備
や
、
1919
日
か
ら
は
全
国
国
土
調
査

日
か
ら
は
全
国
国
土
調
査

協
会
理
事
会
出
席
の
た
め
に
上
京
し
、
５
期
目
の

協
会
理
事
会
出
席
の
た
め
に
上
京
し
、
５
期
目
の

多
忙
な
松
井
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

多
忙
な
松
井
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

５
期
目
松
井
町
政
ス
タ
ー
ト
！

５
期
目
松
井
町
政
ス
タ
ー
ト
！

”町
民
の
信
頼
と

町
民
の
信
頼
と
町町ま
ち
ま
ち

の
信
頼

の
信
頼 

を
大
切
に

を
大
切
に

◆◆◆候補者別得票数（得票順）◆◆◆◆◆◆候補者別得票数（得票順）◆◆◆

当　落 氏　名 得　票　数
当　選 松　井　秀　紀 952票
落　選 八　田　盛　茂 183票

▲総投票数 1,156 票 
▲得票総数 1,135 票
▲無効投票   21 票

当日の有権者数（人）

男：705 女：848 合計：1,553

投票者数（人）

男：514 女：642 合計：1,156

投票率（％）

男：72.91 女：75.71 合計：74.44(24 年前：87.97）

① みんなで創
つく

る『産業・経済おこし』
② みんなで支え合う『福祉』
③ みんなで守る『快適な生活』
④ みんなで育

はぐく

む『教育と文化』
⑤ みんなで考える『開かれた行・財政』

【【令和６年６月２日執行令和６年６月２日執行　積丹町長選挙結果積丹町長選挙結果】】

地
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
評
価
さ
れ

つ
つ
あ
る
多
様
な
資
源
や
財
産
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
農
山

漁
村
の
価
値
の
新
た
な
発
見
や
資
源

化
を
こ
の
町ま

ち

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
若
い
力

が
芽
生
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
国
難
が
続
く
時
代
の
今
だ

か
ら
こ
そ
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任

と
い
う
地
方
分
権
時
代
の
普
遍
の
理

念
の
大
切
さ
を
、
町
民
と
議
会
と
行

政
が
い
つ
も
共
有
し
、
国
・
道
や
道

内
外
の
積
丹
応
援
団
の
皆
さ
ん
と
の

信
頼
関
係
の
一
層
の
強
化
に
努
め
、

全
道
１
７
９
市
町
村
の
一
員
と
し
て

の
使
命
と
信
頼
を
担
い
、「
自
治
力
」、

「
行
政
力
」、
「
財
政
力
」
の
向
上
を

目
指
す
自
治
体
行
財
政
運
営
に
渾こ

ん
し
ん身

の
努
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

積
丹
町
が
歩
ん
で
き
た
こ
の
16
年

間
、
時と

き

の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
課
題

の
克
服
に
い
つ
の
日
も
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
た
町
民

の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
謙
虚
さ
と
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
郷
土
を
愛

し
、
そ
の
秘
め
た
る
可
能
性
を
郷
上

の
発
展
に
と
願
う
町
民
の
皆
さ
ん
の

信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
全
力
を

尽
く
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

国
難
続
く
時
代
の
自
治
体
運
営
に
努
力

国
難
続
く
時
代
の
自
治
体
運
営
に
努
力

”

松井町政「５つの目標」松井町政「５つの目標」
つく

６月１６日６月１６日６月１６日
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合
同
チ
ー
ム
が
圧
巻
の
演
舞
を
披
露

合
同
チ
ー
ム
が
圧
巻
の
演
舞
を
披
露

北
と
南
の
絆
、
さ
ら
に
固
く
！

“北と南”“北と南”踊りつないだ30年の踊りつないだ30年の絆絆
きずなきずな

　６月８日・９日の２日間、256 チームが参加し、大盛況となった「第 33 回ＹＯＳＡＫＯＩソー

ラン祭り」に今年も姉妹都市の高知県香美市との合同チーム「ヤーレンソーラン積丹町＆香美

市」を結成し、参加しました。積丹町の踊り子 28 名と香美市から 13 名の計 41 名が、ソーラ

ン節と鳴子の乾いた音を響かせ、両市町の交流の健在をアピールしました。

　依光晃一郎香美市長を団長に訪問団 11 名、踊り子 13 名が 7 日に来町。同日、町総合文化セ

ンター交流大ホールで行った合同練習には、多くの積丹町民が見学に駆けつけ、両市町の友情

と親睦を深めました。

　また、今年はソーラン節のふるさと・積丹町と、よさこい鳴子踊りの本場・高知県香美市が

出会い、合同チームとして平成７年（第４回）から踊りつないできた出場回数がついに 30 回

を数え、同実行委員会から感謝状が紫苑流・加藤二佐世先生へ贈られました。同市との姉妹都

市交流が今後もより一層発展するよう、両市町民の交流の輪をさらに広めていきましょう。
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